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稲小粒菌核病菌の栄養生理に関する研究(第2報)

炭 素 源 及 び 窒 素 源 に つ い て

野 中 福 次

Studies on the nutritional physiology of rice stem rot 

fungi, Leptosphaeria salvinii and Helminthosporium 
        sigmoideum var. irregulare (II) 

      On the carbon and nitrogen sources 

              Fukuji Nonaka

1.緒 言

著 者 は 稲 小粒 菌核 病 菌 の菌 核 及 び分 生 胞 子 の性質 に つ い て2,3の 報 舎 を行 つ た が,こ こ

に 於 て は 小粒 菌 核 病 菌 即 ち,小 球 菌 核 病 菌 Leptosphaeria salviniiと 小 黒 菌 核 病 菌Helmin-

nthosporiumsigmoideum var. irregulareの栄 養 生 理 及 び代 謝 系 の究 明 に関 す る一連 の実 験

の 始 め と して,栄 養 源 と して の炭 素 源 並 び に窒 素 源 に つ いて 実 験 を 行 つ た.す で に本 菌 の

培 養 試 験 に つ いて は,当 教 室 の 中 田,古 井,日 野 等6・18'19)によつ て,叉 小 野)三 沢4・5)等

に よつ て行 わ れ て い るが,本 試 験 で は更 に これ を 追 究 した も の で あ る.

II,炭 素 源 の 種 類 と菌 の 生 育

1.Hexose及 びdisaccharideを 炭 素 源 と した 場 合

培 養i法:Hexoseと してglucose,fructose,galactose,disaccharideと してmaltose,

1actose,sucroseの6種 の糖 を炭 素 源 とした 場 合 の小 球 菌,小 黒 菌 の生 育 を調 べ た.基 本

培 地 と してKNO32.09,K2HPO41.09,KC10.59,MgSO4・7H200.59,FeCI30.3rng,

稲 わ ら煎 汁50cc(稲 わ ら109を30分 煮 沸 処 理),水11に 上 記 各 糖 を3%宛 添 加 後,pH

6・0に 規 正 し,100cc三 角 コル ベ ンに30cc分 注,殺 菌 後,馬 鈴 薯寒 天培 地 上 に培 養 した

両 菌 の小 片 を 接 種 し,28℃ に て 培養 した.1項 目3回 反 覆 と して 実験 を行 つ た.

測 定 事項 及 び 方 法:i)菌 体 重:予 め乾 燥,秤 量 した濾 紙 で 菌 体 を濾 過,80℃ で乾 燥後

秤 量.ii)培 養 濾 液 のpH:ガ ラ ス電 極pHメ ー タ ーに て測 定.iii)培 養 濾 液 の色 素:小

球 菌 の 出 す赤 色色 素 の量 を,光 電 比 色 計 の 波長420～440mμ に 於 け る吸 光度 と して表 示

した.iv)菌 核 形 成:菌 核 形 式 の有 無 及び 量 を 調 べ た.

結 果:培 養 結 果 は 第1表 に示 す 通 りで あ る.小 球 菌 の 生 育 は,maltose,fructose,SUG-

rose,glucose,1actose,galactoseの 順 に 良 好 で,特 に 前3者 が最 適 の よ うで あ る.炭

1)九 州大学農学部植物病理学教室業績。

2)本 実験を行うに当り御指導賜つた吉井甫教授,木 場三朗助教授並びに本実験の実施に援助をうけ

た当教室岩田唯孝氏に深謝の意を表する.



第1表.炭 素 源 の 種 類 と 小 粒 菌 核 病 菌 の 生 育(そ の1).

第2表.炭 素 源 の 種 類 と 小 粒 菌 核 病 菌 の 生 育(そ の2)・



素 源 無 添 加 の場合 は ほ とん ど生 育 をみ な い.濾 液 のpH価 は 生 育 の 進 む に従 い上 昇 し,菌

の生 育 の比 較 的 悪 いlactose,galactoseが 最 も高 い.色 素 の 産 出 量 は菌 の生 育 量 と比 例 的

に 産 出 され,maltoseが 最 大 でgalactoseが 最 も 少 い.菌 核 の形 成 は全 般 的 に少 か つ た

が,fructose,sucroseに 多 く,1actose,無 炭 素 で は形 成 を見 なか つ た.小 黒菌 に 於 て も,

菌 体 重 はfructose,sucrose,maltose,glucose,1actose,galactoseの 順 に良 好 で,小

球 菌 の場 合 と類 似 した結 果 を示 した.pH価 は 小球 菌 の場 合 と異 り,特 にfructoseで は培

養7日 よ り低 下 して酸 性 を示 す.同 様 な傾 向 は91ucoseに 於 て も見 られ るが,全 般 的 に 小

球 菌 の 場 合 よ り培 養 が進 ん で も低 い値 を示 した.菌 核 形 成 は91ucose,fructose,maltose

に 多 く,菌 体 重 と比 例 的 で あ る.

2.Xylose,dextrine,marmite,starchを 炭 素 源 と した 場 合.

培 養 法 及 び 測定 方 法:前 述 の試 験 と同様 に して行 つ た.

結 果:第2表 の通 り小 球 菌 の 生育 はxylose,dextrine,starch,manniteの 順 に 良好 で

あ り,こ の 中starchは 初 期 の生 育 が良 好 で,manniteは 菌 糸 の着 色 が ほ とん ど な い.

pH価 は 培 養 日数 の長 い程 上 昇 し,特 に この傾 向 はstarch,xyloseに 著 しい.色 素 の産

出 はdextrine,starchに 多 く菌 の 生 育 量 とは 無 関 係 で あ る.小 黒 菌 の 場 合 菌 の生 育 は

xylose,rnannite,starch,dextrineの 順 に 良 好 で,小 球 菌 と異 る点 はmanniteが 小黒 菌

の場 合 は 良好 な炭 素 源 とな る こ とで あ る.pHは どの場 合 も7.0～7.2の 範 囲 で,小 球 菌 よ

りそ の価 が低 い の は前 の実 験 と同様 で あ る.

3.考 察

中 田等 の実 験6)でCzapek培 地 に於 け る小 球 菌 の菌 核 の形 成 は 糖 源 としてstarch,gly

cerine,dextrineを 用 いた 場 合 に 良 好 で,sucrose,91ucoseで は形 成 を見 な か つ た.

小 野11)も 又 同培 地 で,starch,dextrine,lactose,non-sugarの 場 合 に菌 核 形 成 を認 め,

sucroseの 加 わ つ た 完全Czapek培 地 で は認 め な か つ た.本 試 験 の結 果 は前 二者 の成 績

と異 る 点 も あ るが,こ れ は 基 本 培地 を 少 し変 えた こ と,及 び 多 くの菌 に於 て認 め られ る如

く,本 菌 に も菌 核 形 成 の容 易 な もの と然 らざ る系 統 が あ るの で,供 試 菌 系 の相 違 に もよ る

と考 え られ る.Hel〃tinthosporiu〃2属 菌 の炭 素 源 とし ては,田 中,]4)Townsend16)等 の結

果 で は,良 好 な もの と してmaltose,fructose,glucose,sucrose,xylose,不 良 な も の と

して1actose,arabinose等 を あ げ て お り,本 試 験 に よつ て得 られ た結 果 と大 体 よ く一 致

す る よ うで あ る.

III.Glucose,sucroseの 濃 度 を 異 に し た 場 合 の

菌 の 生 育 と 糖 の 消 費 量

1.培 養 及 び 測 定法:基 本 培 地 としてKNO329,K2HPO41g,KC10.59,MgSO4・7H20

0.59,FeCl32mg,稲 わ ら煎 汁50cc;水11を 用 い,こ れ に91ucose,sucroseを0.5,2.0,

5.0(00)添 加,pHを1/5NH2SO4及 びNaOiiで6.0に 規 正 し,30ccず つ分 ち,殺 菌 後

28℃ に て 培 養 した.測 定 事項:1)菌 体 重,pH,菌 核 形 成 は前 述 の通 り,2)培 養 基 中 の

消 費糖 量:培 養 濾 液 に つ い てglucoseは 直 ち に,sucroseはHC1に て転 化 後Micro一



Bertrand法 によつて定量,3)炭 素源の経済率:菌 体重/消費炭素量 ×100と して表示し

た。4)菌 体の炭水化物含有率:菌 体炭水化物/菌体重 ×100と して 表示した.

2.結 果及び考察

結果は第3表 に示す.菌 体重については糖含量0.5%の場合,glucose,sucroseと も

に14日 で最高に達 し,21日 には減少することが小球菌,小 黒菌のいずれに於ても認められ

る.こ れに対 して2.0%,5.0%で は両菌とも21日 が最高値を示 し,叉 濃度が高い程菌の生

育は良好である.し か し,28日 では小球菌の場合逆に菌体重は減少している.こ のことよ

り,本 菌は炭素源が充分存在する場合には培養21日 目に 最高値を示すことがわかつた.

pH価 は小球菌に於て培養21日 までは上昇を辿 り,28日 には逆に低下 して,菌 体重の増減

と平行関係にあり,前 試験の結果 と同様な傾向を示した.各 糖濃度中0.5%の 場合がpH

の上昇は最も高い.小 黒菌の場合も小球菌の場合 と全 く同様であるが全般的に小球菌より

そのpH価 は低い.

培地中の糖消費量を定量 した結果(第5表),糖 濃度0.5%で は両菌 とも培養14日 で完全

に糖は消費しつ くされ る.こ のため菌の生育は14日 以降は止 まるものと思われる.2%以

第3表.Glucose,sucrose濃 度 と小 粒 菌 核病 菌 の生 育.

1)数 値 は菌 体重,(十)(一)は 菌 核形 成 の有無.

第4表.Glucose,sucrose濃 度 と培 養 液 のpH.



第5表.培 養基中 の糖清費 と菌体糖含有率.

1)コルベン1個 当 りの糖含有量(mg).2)菌 体重/消費糖量 ×100・

3)菌 体炭水化物 含量/菌 体重 ×100・

上 の濃 度 で は 培 養21日 まで十 分 存 在 す る.一 方消 費 量 は 糖 濃 度 即 ち 菌 の 生育 量 と比 例 的

で,濃 度 の高 い場 合 が 消 費 も大 きい.小 球 菌 に 於 てghlcose,sucroseの 各 濃 度 に 於 け る菌

の 生 育 はsucroseの 方 が 良好 で あ り,従 つ て 糖 の 消 費量 も常 に91ucoseよ りsucrose

が 大 で あ る.Townsendla)もSclerotiu〃trolfsiiの 培 養 試 験 に於 て 同様 な こ とを認 め て い

る.小 黒 菌 の場 合 は91ucose,sucrose問 に有 意 差 は み られ な い.

糖 の経 済 率 即 ち 消 費 糖 量 に対 す る菌 の生 育 量 はglucose,sucroseと もに 糖 濃 度0.5%,

2.0%が 全 期 を 通 じて 大 で,5%で は 急 減 す る.こ の 中 で も小 球 菌 は2.0%糖 濃 度 で,小 黒

菌 で は0.5%で,糖 の利 用率 は 高 い.培 養 日数 に よ る差 は あ ま り見 られ な い よ うで あ る・

田 中14)はCochliobolusmiyabeanusの 培養 で糖 の経 済 率 はdisaccharideがmonosaccha-

rideよ り1%水 準 で高 い有 意 差 の あ る こ とを認 め て い るが,本 菌 で は そ の よ うな差 異 は み

られ な か つ た.小 球 菌 体 の炭 水 化 物 含 有率 は40、60%内 外 で あ るが,こ の 中で糖 濃度2.0

%の場 合 が最 も低 い値 を示 した.こ の こ とは 糖 の経 済 率 と逆 の 関係 に あ り,両 者 間Y'関 連

が あ る よ うに思 わ れ る.

尚,上 記3実 験 に 於 て は 基本 培地 に ビ タ ミン源 として 稲 わ ら煎 汁 を 少 量加 え て い るが,

これ に よつ て受 け る 影響 は み られ な い.(第1表 参 照)

IV.有 機 酸 を 炭 素 源 と し た 場 合

TCAcycle構 成 有 機 酸 を炭 素源 と した場合 の菌 の生 育 を調 べ た.

培 養 法:基 本培 地 はKNOa2g,K2HPO40.5g,KH2PO40.5g,MgSO4・7H200.4g,Ca

CI2・6H200.1g,FeCl30.4mg,MnSO4・7H207.5mg,ZnC120.15mg,thiamine2mg,

biotin10γ,H2011と し,第6表 に 示 す よ うな有 機 酸 を それ ぞ れ0.5%添 加,pHを6.0

に 規正 し,30ccず つ コル ベ ンに 分 け て 間 敏 殺菌 後28℃ に て21日 間 培 養 した.

結 果 及 び考 察:培 養 結 果 は 第6表 の通 りで あ る.生 育 が 認 め られ た 有 機 酸 はpyruvic



第6表.有 機酸 を炭素源 とした場合 の菌 の生育.

Non-sugar 
Pyruvic acid 
Citric acid 
a-ketoglutaric acid 
Malic acid 
Fumalic acid 
Succinic acid 
Acetic acid 
Sucrose

acid,α-ketoglutaricacid,fumalicacid,succinicacid,aceticacidで,こ れ らの中

pyruvicacidは 最 も生 育 良好 で,菌 核 形 成 も対 照 と して設 け たsucroseに は お とるが 少

最形 成 され る の を認 め た.malicacid,citricacidで は生 育 が 見 られ なか つ た.

奥10)はCochliobolusmiyabeanusの 培 養 に 炭 素 源 と してTCAcycle中の 有 機 酸 を 用 い

た場 合,aceticacid,fumalicacid,succinicacid,malicacidに 生 育 し,citricacid,

α-keto91utaricacidに1ま 生 育 を 認 め なか つ た.著 者 の 場合 に は,malicacidに は全 く

生 育 を見 ず,α-keto91utaricacidに は生 育 を認 め た 点 で 奥 のC.miyabeanusと は 少 し異

るが,こ れ が菌 の種 類 の異 る こ とに よ るも のか ど うか は 不 明 で あ る.GentileはBotrytis

cinereaの 代 謝 基 質Yom.TCAcycle構 成有 機 酸 を 用 いた 場 合,pyruvicacid,aceticacid,

citricacid,α-ketoglutaricacid,succinicacidが 呼 吸基 質 と して利 用 され る こ とを

証 明 して い る.い ず れ に せ よ小 球菌 もTCAcycle構 成有 機 酸 を利 用 出来 る こ と よ り,本

菌 の代 謝 過 程 の一 つ がpyruvicacidを 経 てTCAcycle中に 入 る こ とが推 察 され る.

V.ア ミ ノ酸 を 窒 素 源 と し た 場 合 の 菌 の 生 育

著 者 は 既報8)で 水 稲 茎 基 部 に 含有 され る遊 離 ア ミ ノ酸 ・ ア ミ ドを検 べ た が ・ これ らの ア

ミノ酸,ア ミ ドを前 記 培 地(有 機 酸 の試 験 の合 成 培 地 に2%のsucroseを 加 え)に 窒 素 源

として 添 加 した場 合 の菌 の生 育 を調 べ た.

培 養 法:第7表 の如 き ア ミノ酸,ア ミ ドをKNO3の 代 用 と して使 い,後 者 を19/1添

加 した場 合 の窒 素 蚤 と同 量 に な る よ うに加 えた(glutatnineの み そ の半 量).然 る後pH

を6,0に 規 正,100ccコ ル ベ ンに30ccず つ分 ち,稲 小 球 菌 核 病 菌 を接 種,21日 間,28℃

に て培 養 した.測 定 事 項 及 び 方 法 は前 述 の通 りで あ る.又 培 養 濾 液 中の残 存 ア ミノ酸 は ペ

ーパ ー ク ロマ トで検 べた .

結 果 及 び考 察:実 験 結 果 は第7表 に示 す 通 りで あ る.生 育良好 な ア ミ ノ酸,ア ミ ドと し

て はasparagine,91utamicacid,alanine,asparticacid,中位 の も の と して はα-aimo

butylicacid,glycine,valine,glutamine,tyrosine,serine,不 良 な もの と して はcys・

tine,1ysine,leucineで,threonineで は生 育 が み られ な か つ た.色 素 産 出量 はtyrosine

が 顕 著Y'多 く,つ い でasparagine,91utamicacidが 多 か つ た.pH価 の培 養 に よ る上

昇 は 全 般 的 に あ ま り見 られ ず,この中 でcystine,tyrosineが 最 も低 い.た だglycine

の み が ア ル カ リ性 を示 した.培 養後 そ の 濾液 中に ア ミノ酸 が検 出 され た も のは,生 育 不 良



な ア ミ ノ酸 即 ちcystine,91ycine,1eucine,serine及 び 申 程 度 の 生 育 を み たvalineで

あ つ た.

第7表.ア ミノ酸 の種類 と稲小球菌核病菌の生育.

1)Glutamineの みN量 は1/2添 加.

2)培 養濾 液 中 の 残存 ア ミノ酸 をpaperchromatographyで 検 べ た.

菌 の生 育 は91utamicacid,asparticacid及 び そ れ らの ア ミ ドで は良 好 で,91ycine,

1ysine,1eucineで は 不 良 な 結 果 を示 す こ とは,三 沢 の結 果5)と よ く一致 して い る.色 素

の産 出 量 はtyrosineが 顕 著 に 多 い(菌 の 生 育 は 中位).こ れ は 本 色 素 がphenol系 の誘

導 体 を 骨子 とす る も ので は な いか と想 像 され る(未 発 表).供 試 ア ミノ酸の中,threonine,

lysine,leucine,cystineは 生 育 が 悪 いが,Skoropadお よびArny14)はHelminthosporinm

gra〃tineu〃2の1strainの 培 養 で,1eucine添 加 に よつ て 生 育 阻1淳の起 る こ とを認 め,叉

Turner17)はthreonine,Iysine,cystineがOphiobolusgraminisの 培 養 で生 育 阻 害 を起

す こ とを 述 べ て い る.本 試 験 で 行 つ た小 球 菌 の場 合 も上 述 の如 く窒 素 源 と しては,こ れ ら

の ア ミ ノ酸 は 不 適 の よ うに 思 わ れ る.併 し一 方Peterson12)等はH.sativumの 培 養 試 験

でthreonine,1eucine,cystine添 加 で か な りの生 育 を認 め て い るの で,菌 の種 類 に よつ

て これ ら ア ミ ノ酸 の 利 用 系 は異 る も の の よ うで あ る.

VI.培 地 中 のC/Nratio(sucrose対peptone比)

と 小 球 菌 の 生 育

1.培 養 及 び 測 定 法:基 本 培地 と して は前 記IVの 培 地 と同 様 な もの を 用 い,炭 素 源 と

してsucrose,窒 素 源 とし てpeptoneを 用 い,第8表 に 示 す よ うなC,Nの 組 合 わ せ を

有 す る培 地 を作 り小 球 菌 の培 養 を行 つ た.培 養 法 及 び 測定 事項 並 び に方 法 は 前 記 と 同様 で

あ る.

2.結 果 及び 考 察

菌 体 重 はC,Nと も増 加 す るに 従 い増 大す るが,C源 の 増 加 に よ る菌 体 重 の増 加率 がN

源 の増 加 の場合 よ り大 で あ る.pH価 は全 般 的 にC源 の 少 い程,叉N源 の 多 い程 高 い 値 を



第8表 ・ 培地中のC/Nratioと 小球菌核病菌の生育・

C:sucroseのpercent,N:peptoneのpercent.

示 す 。色 素 産 出量 は 菌 体 重 と比例 して増 加 す る.菌 核 形 成 量 はC源 の2.0%以 上,N源 の

0.5%以 下 が 多 い よ うで あ る.菌 核 形 成に 要 す る 日数 は 培 養 後5～7日 でC/Nratioに よ

る差 は み られ な い.

Townsend16)は 培 地 中 のc/NratioとBotrytiscinerea,B.alli,Sclerotiniagladioli,

Sclerotiumrolfsii,s.cepivorum及 びRhizoctoniasolaniの 各 菌 の生 育,菌 核 形 成 量 等 に

つ い て 詳細 な研 究 を行 つ て い るが,菌 体 重 は いず れ の菌 に 於 て も,C,Nの 増 加 と比 例 的 で,

菌 核 形 成 量 はN源 の高 い ときに 減 少 す る こ とをS.gladioliで 認 め,こ れ はpeptone含 量

の 多 い場 合 は培 地 が 極 端 に ア ル カ リ性 に な るた めで あ る と考 察 した.本 試 験に 於 て もpep・

tone含 量 の多 い場 合 に は,Townsendの 結 果 と同様 にpH上 昇 の傾 向 と菌 核 形 成 量 の

減 退 が み られ る.Townsendは 又菌 核 形成 に要 す る 日数 とそ の 成熟 は菌 に よつ て異 り,一

定 の傾 向 を認 め て い な いが,その中 でs.cepivorumで は,91ucose量 の高 い 時 は形 成 が

早 く,C/Nratioの 高 い時 に 成 熟 が お くれ る と して い る.小 球 菌 で は前 述 の如 く菌 核 形 成

に要 す る 日数 に は 差 異 は な い よ うで あ る.

VII.摘 要

稲 小 粒 菌 核 病菌(Leptosphaeriasalvinii及 びHelminthospvriumsigmoideumvar.

irregularの を各 種 の炭 素 源,窒 素 源 添 加 培地 に 液体 培 養 したfi%i合の菌 体 重,菌 核 形 成,pH,

菌 産 出 の色 素 につ い て調 べ た.結 果 は次 の よ うで あ る.

1.炭 素 源 と して はpentose,hexose,polysaccharideの中,maltose,sucrose,fruc-

tose,glucose,xylose,dextrine,starchが 菌 の生 育 は 良 好 で,菌 核 形 成量 及び 色 素(小

球 菌 の場合)の 産出 も菌 の生 育 に 比 例 す る.pHは 生 育 の 進 む に従 い大 とな るが,小 球 菌

の 方 が上 昇 度 が 大 で あ る.

2.Glucose,sucroseを0.5,2.0,5.0%添 加 した 場 合,糖 含 量 の 多 い程,生 育 は 良 好・

で28℃ の下 に30ccの 培 養 液 では21日 目 に最 高値 に達 す る.糖 の 消 費 量 も菌 の 生 育 と

比 例 し,糖 の経 済 率(菌 体 重 ノ消 費 糖 量 ×100)は0.5%,2.0%に 於 て 大 で あ る.



3.TCAcycle構 成 有 機 酸 を 炭 素 源 と した場 合,pyruvicacidで 生 育 は 最 も よ く,

菌 核 の形成 を認 め,cr-ketoglutaricacid,fumalicacid,succinicacid,aceticacidに

於 て も生 育 を認 めた.

4.窒 素 源 と して水 稲 茎 内に 含 有 され るア ミノ酸 を供 試 した 場 合,良 好 な もの と しては

asparagine,91utamicacid,alanine,asparticacid,中 位 の もの と して は α・amino

butylicacid,glycine,valine,glutamine,tyrosine,不 良 の も の として はcystine,

1ysine,leucine,threonineで あ つ た.色 素 産 出量 はtyrosineが 最 大 で,次 いでaspara-

gine,glutamicacidも 多 か つ た.

5.培 地 のCINratioと 菌 の生 育 との関 係 に於 て,C,Nと も増 加 す るに 従 い生育 は

良 好 で,色 素 の 産 出 も同様 で あ る.pHはC源 の 少 い程,N源 の 多 い程 大 き い値 を示 す.

菌 核 形 成 はC源 の2.0%以 上,N源 の0.5%が 多 い 傾 向 を示 す.菌 核 形 成 に要 す る 日数

は5～7日 でCINratioに よ る差 異 は 見 られ な い.
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 Résumé 

   Studies on the relation between carbon or nitrogen sources in the culture 

media and the growth of rice stem rot fungi, Leptosphaeria salvinii and Helmin-

thosporium sigmoideum var. irregulare were made. The results were as follows : 

  1. Vigorous mycelial growth (measured as the dry weight of mycelial mats 

including sclerotia) of the fungi was obtained when cultured with the liquid



medium, containing as the carbon source maltose, sucrose, fructose, glucose, 

xylose, dextrine and soluble starch respectively. Both  sclerotial formation and 

reddish pigment production in the media by L. salvinii were increased in parallel 

with mycelial growth. Increases of pH values of the media during the growth 

of the fungi were higher with L. salvinii than H. irregulare. 

  2. In comparison of three concentrations (0.5, 2 and 5%) of sugar (glucose 

and sucrose respectively) used as the carbon source, the more the sugar concen-

tration the better mycelial growth was obtained, and reached its maximum at 

21 days from inoculation when cultured with 30 cc. medium at 28'C, while the 

economic coefficient of sugar (mycelial weight/sugar consumed x 100) was higher 

in the lower concentration of sugar. 

  3. In the culture experiments of these fungi with the medium containing, 

as the carbon source, TCA cycle member organic acid, pyruvic acid, citric acid, 

a-ketoglutaric acid, malic acid, fumalic acid, succinic acid and acetic acid 

respectively, it was observed that pyruvic acid was the best for the mycelial 

growth, and sclerotial formation was resulted. Fairly good growth of mycelia 
was also obtained on the medium containing a-ketoglutaric acid , fumalic acid, 
succinic acid and acetic acid respectively. 

  4. Vigorus growth of L. salvinii was obtained when cultured on the medium 

contained asparagine, glutamic acid, alanine and aspartic acid as the N-source 

respectively. No good growth was obtained when each of cystine , lysine, leu-
cine and threonine was added, though they were the memberes of the amino 

acids found in rice stem. 

  5. As to the relation between the sucrose peptone ratio (C/N ratio) of the 

medium and the growth of L. salvinii, higer rate of both growth and pigment 

production was obtained in the case of the medium of higher C and N concen-

tration than that of the lower. PH values of the media were increased with 

the decrease of carbon, while it was vice versa in the case of nitrogen . Sclero-
tial initials were found at about five to seven days after inoculation on the 

media of all combinations of C and N concentration used .
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